
ケア労働者の処遇改善 東京の各地の取り組みを紹介します。 

★ 世田谷区職労保育園分会   区職労と一緒に、短期間で 2341 筆の署名を集約 

処遇改善の取り組みでは、世田谷区当局はいち早く一部の会計年度任用職員に 2 月の給与より適

用することを明言し、賃金のアップを図りました（実際には 2 月分の給与に反映させる事は間に合

わなかったので、3 月の給与に 2 月分も入れ込み 3 月より支給されました）。 

世田谷区職労保育園分会では、区のこの姿勢に一定の理解を示しつつも、正規職員も同様に適用

させるべきであること、またこの問題について組合員全体に知ってもらうことを目的に、署名活動

に取り組むことを決定しました。 

 署名は、当初同じケア労働者として児童館分会に打診し、共同で行う予定でしたが、区職労全体

の取り組みとして進めることになり、署名の対象を分会単位から全庁に拡大して行いました。大変

短い期間の取り組みではありましたが、2,341 筆の署名が集まり、区職労から区へ提出しました。 

 結果は、残念ながら正規職員に反映されることはありませんでしたが、今後も国の政策や動きな

どを注視し、組合員への周知と運動に繋げていきたいと思います。 

 また、会計年度任用職員は慢性的に欠員が続いている状況です。当局はこの処遇改善が欠員解消

に繋がるのではとの見立てをしています。私たちも賃金の上昇が新たな雇用に繋がれば良いと思い

ます。しかし一方で、現在働いている会計年度任用職員は、扶養の範囲内で勤務する方が多く、給与

が上がることが、勤務日数の減少や離職に繋がらないかを注視していかなくてはなりません。 

こちらも合わせて動向を追っていきたいと思います。 

 

 

 

★ 足立区職労保育園分会 処遇改善の取り組み 

2022 年 3 月 11 日に区長に対して「コロナ克服・新時代改革のための経済対策に関わる公的部門

（保育等）における処遇改善の実施」を求める要請書を提出し、公立保育園だけでなく、足立区で働

くケア労働者への処遇改善を求めました。 

要請書の提出時に課長より、「もう区長会で決まったことであり回答はない」と伝えられましたが、

「区長会で決まったことであっても」国がケア労働者の処遇改善を求めていることであり、検討し

てほしいことを伝えました。 

現在まで回答はありませんが、コロナ感染が乳幼児にも拡大し、保育労働者の命と健康を守る意

味でも、感染対策改善を含めた処遇改善は重要なことです。今後も粘り強く運動していきたいです。 
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★ 江東区職労保育園支部  処遇改善を求める署名を提出！ 

江東区職労保育園支部では区職労と共に、政府が進める「コロナ克服・新開拓時代のための経済

対策」に基づく処遇改善について、江東区でも実現するよう求める要請署名に取り組みました。   

江東区職労は、3 月 24 日に当局と団体交渉を行い、保育園支部からは、新型コロナ感染拡大が続

き、感染のリスクと常に隣り合わせの中、原則開所の方針を守り、消毒作業や事務業務増でも、子ど

もたちの命と安全を守り、保護者の生活を守るために頑張

り続けていることを訴えました。また、国が示した処遇改

善は、新型コロナウイルス感染症への対応や最前線で働く

方々の賃金を 3％程度引き上げる措置であり、これらは、正

規の常勤保育者も対象になっていること。江東区でも速や

かに取り組んでほしいことを訴え、集めた署名 1050 筆を区

側に提出しました。 

賃上げの要求は労働組合の基本の運動です。今後も区職

労と共に運動に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

                 

２０２２年度  保育を楽しむための連続講座 

署名を提出する玉田保育園支部支部長 

＜日程＞ 
 
第１回  ６月１５日（水） 終了 
 
第２回  ７月２０日（水） 
 
第３回  ９月２１日（水） 
 
第４回 １０月１９日（水） 
 
第５回 １１月１６日（水） 
 
各日 １９:００ ～ ２０:３０（予定） 

 

講師：高橋 光幸氏

 

 昨年度も好評を博した保育を楽しむため
の連続講座。今年度のテーマは「めざすは、
子どもも大人もおもしろがる保育」です。 
 各回で、保育の歴史や情勢についても触れ
ながら、文字通り「おもしろがる」保育の在
り方を、考えあいます！たくさんの方のご参
加をお待ちしています！ 


